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2014年11月長野県北部地震(M6.7)に伴われた地表断
層変位の特性について








　2014 年 11 月 22 日 22 時 08 分に長野県北部で最大
震度 6弱の被害地震が発生した。住家全・半壊 214 棟、
負傷者 46 名の被害をもたらしたこの地震を、気象庁
は “2014 年長野県北部の地震” とし、36° 41.5′ N、 
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東郷ほか (1996) に一部加筆 .　2014 年長野県北部地震の震央





















































































































































































えられており、B を S40° E の方向に約 50cm 移動させ
れば、以上の条件を満足できることが示されている。
　以上から、ここでの断層運動による地表の水平短縮
に関し、その方向と量をそれぞれ N40° W、約 50cm
と推定することができる。この付近における最大上
下変位量を上記の通り約 95cm、水平短縮量が約 50cm
であるなら、断層面は SE に向け約 62.2°と高角で傾
き下がり、その面上で生じた逆断層運動の net slip は
1m を超えていた（計算上で約 107cm）ことになる。
水平短縮の方向は、断層線の直交方向に近いが、断


















































写真 5　大出地区で国道 406 号線を横断して生じた
変動崖（2014.11.24. 撮影）















































UAV による空撮写真（2014.11.29. 撮影）．左は畦道ⓔ～ⓕ地区、右は④～⑤地区（図 2）．赤破線：地震断層線． 
①②④⑤：図 3の地形断面測線位置．




















関係，日本地理学会 2015 年度春季学術大会 P022
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ついて（速報），2014 年 11 月 24 日付報告．
